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三重県教育委員会告示で定める要綱､ 規程等の様式における敬称の取扱いを次のように定めます｡
平成18年９月１日

三重県教育委員会教育長 安 田 敏 春
三重県教育委員会告示で定める要綱､ 規程等の様式における敬称の取扱い

第１条 三重県教育委員会告示で定める要綱､ 規程等で定める様式の規定の適用については､ これらの規定中名
あて人の敬称の部分に ｢殿｣ とあるのは､ ｢様｣ と読み替えるものとする｡ ただし､ 三重県教育委員会に提出
する文書にあっては ｢あて｣ と読み替えるものとする｡

第２条 三重県教育委員会告示で定める要綱､ 規程等で定める様式の規定の適用については､ これらの規定中三
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規 則 ○ 規則で定める様式における敬称の取扱いに関する規則 ……………………… 教 育 総 務 室 １頁
告 示 ○ 三重県教育委員会告示で定める要綱､ 規程等の様式における敬称

の取扱い …………………………………………………………………………… 教 育 総 務 室 １頁
訓 令 ○ 訓令で定める様式における敬称の取扱いに関する訓令 ……………………… 教 育 総 務 室 ２頁

○ 公文書の名あて人に付ける敬称の取扱いに関する訓令 ……………………… 予 算 経 理 室 ２頁
お知らせ ○ 三重県人事委員会及び三重県教育委員会が共同で定める規則の様式

における敬称の取扱いに関する規則 …………………………………………… 教 育 総 務 室 ３頁

規 則 で 定 め る 様 式 に お け る 敬 称 の 取 扱 い に 関 す る 規 則 を こ こ に 公 布 し ま す 。

平 成 十 八 年 九 月 一 日

三 重 県 教 育 委 員 会 委 員 長 井 村 正 勝
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規 則 で 定 め る 様 式 に お け る 敬 称 の 取 扱 い に 関 す る 規 則

規 則 で 定 め る 様 式 に お け る 敬 称 の 取 扱 い に 関 す る 規 則 ( 平 成 元 年 三 重 県 教 育 委 員 会 規 則 第 十 九 号 ) の 全 部 を 改

正 す る 。

第 一 条 三 重 県 教 育 委 員 会 規 則 の 様 式 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 こ れ ら の 規 定 中 名 あ て 人 の 敬 称 の 部 分 に ｢ 殿 ｣

と あ る の は 、 ｢ 様 ｣ と 読 み 替 え る も の と す る 。 た だ し 、 三 重 県 教 育 委 員 会 に 提 出 す る 文 書 に あ っ て は ｢ あ て ｣

と 読 み 替 え る も の と す る 。

第 二 条 三 重 県 教 育 委 員 会 規 則 の 様 式 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 こ れ ら の 規 定 中 三 重 県 教 育 委 員 会 に 提 出 す る 文

書 の 名 あ て 人 の 敬 称 の 部 分 に ｢ 様 ｣ と あ る の は 、 ｢ あ て ｣ と 読 み 替 え る も の と す る 。

第 三 条 法 令 に 特 別 の 定 め の あ る も の そ の 他 三 重 県 教 育 委 員 会 が ｢ 様 ｣ 又 は ｢ あ て ｣ と 読 み 替 え る こ と が 適 当 で

な い と 認 め た も の に つ い て は 、 前 二 条 の 規 定 は 適 用 し な い 。

附 則

１ こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 規 則 の 施 行 の 際 現 に 三 重 県 教 育 委 員 会 規 則 の 規 定 に 基 づ き 作 成 さ れ て い る 用 紙 は 、 こ の 規 則 の 規 定 に か

か わ ら ず 、 当 分 の 間 、 使 用 す る こ と が で き る 。
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重県教育委員会に提出する文書の名あて人の敬称の部分に ｢様｣ とあるのは､ ｢あて｣ と読み替えるものとす
る｡

第３条 法令に特別の定めのあるものその他教育長が ｢様｣ 又は ｢あて｣ と読み替えることが適当でないと認め
たものについては､ 前２条の規定は適用しない｡

附 則
１ この告示は､ 公布の日から施行する｡
２ この告示の施行の際現にこれらの規定に基づき作成されている用紙は､ この告示の規定にかかわらず､ 当分
の間､ 使用することができる｡

３ 三重県教育委員会告示で定める要綱､ 規程等の様式における敬称の取扱い (平成元年三重県教育委員会告示
第33号) は､ 廃止する｡
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局 中 一 般
教育関係機関

訓令で定める様式における敬称の取扱いに関する訓令を次のように定めます｡
平成18年９月１日

三重県教育委員会教育長 安 田 敏 春
訓令で定める様式における敬称の取扱いに関する訓令

訓令で定める様式における敬称の取扱いに関する訓令 (平成元年教委訓令第5号) の全部を改正する｡
第１条 三重県教育委員会訓令の様式の規定の適用については､ これらの規定中名あて人の敬称の部分に ｢殿｣
とあるのは､ ｢様｣ と読み替えるものとする｡ ただし､ 三重県教育委員会に提出する文書にあっては ｢あて｣
と読み替えるものとする｡

第２条 三重県教育委員会訓令の様式の規定の適用については､ これらの規定中三重県教育委員会に提出する文
書の名あて人の敬称の部分に ｢様｣ とあるのは､ ｢あて｣ と読み替えるものとする｡

第３条 法令に特別の定めのあるものその他教育委員会が ｢様｣ 又は ｢あて｣ と読み替えることが適当でないと
認めたものについては､ 前２条の規定は適用しない｡

附 則
１ この訓令は､ 公布の日から施行する｡
２ この訓令の施行の際現に三重県教育委員会訓令の規定に基づき作成されている用紙は､ この訓令の規定にか
かわらず､ 当分の間､ 使用することができる｡
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局 中 一 般
教育関係機関

公文書の名あて人に付ける敬称の取扱いに関する訓令を次のように定めます｡
平成18年９月１日

三重県教育委員会教育長 安 田 敏 春
公文書の名あて人に付ける敬称の取扱いに関する訓令

公文書の名あて人に付ける敬称の取扱いに関する訓令 (平成元年教育委員会訓令第４号) の全部を改正する｡
(趣旨)

第１条 この訓令は､ 公文書 (三重県教育委員会の所掌する事務に関するすべての書類をいう｡ 以下同じ｡) の
名あて人に付ける敬称 (以下 ｢敬称｣ という｡) に関し､ 特に必要な事項を定めるものとする｡
(敬称の用い方)

第２条 敬称には､ ｢様｣ を用いるものとする｡ ただし､ 三重県教育委員会に提出する公文書にあっては ｢あて｣
を用いるものとする｡
(特例)

第３条 法令に特別の定めのあるものその他教育長が ｢様｣ 又は ｢あて｣ を用いることが適当でないと認めたも
のについては､ 前条の規定は適用しない｡
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